
 

科目名 IELTSⅠ 科目分類 

■専門科目群 □総合科目群 

 国際学科 □必修 ■選択 

   学科 □必修 □選択 

英文表記 IELTSⅠ 
開講年次 ■１年 □２年 □３年 □４年 

開講期間 □前期 ■後期 □通年 □集中 

ふりがな こもり まひと 実務家教員担当科目  修得単位 ４単位 

担当者名 小森 眞人 実施方法 
■対面のみ  □遠隔のみ 

□対面・遠隔併用 

授業のテーマ 

 

IELTSのテスト形式に慣れて時間内により多くの問題が解けるようになる。 

 

到達目標 

 

受講中、または受講後に IELTS 4.0を取得すること。 

 

授業概要 
本講座は、これから留学のために IELTS を受ける人のための入門講座である。中学校の文法の復習をし

つつ、留学に必要な英語力の土台づくりを行う。 

授業計画 

第１回 ガイダンス、IELTSの勉強の仕方 第17回 IELTS試験の戦略 

第2回 Unit 1 試験概要 第18回 Reading 対策③ scanning 1 

第３回 Unit 2 関係代名詞 第19回 Reading 対策④ scanning 2 

第４回 Unit 3  関係副詞 第20回 Listening 対策① 日常 

第５回 Unit 4  受動態 第21回 Listening 対策② 図表 

第６回 Unit 5 分詞構文 第22回 Listening 対策③ 会話 

第７回 Unit 6 現在完了＆過去完了 第23回 Listening 対策④ 講義 

第８回 Unit 7 仮定法 第24回 Writing 対策① part1 

第９回 Unit 8 Reading gap-filling 第25回 Writing 対策②  part1 

第10回 Unit 9  Reading  gap-filling 第26回 Writing 対策③ part2 

第11回 Unit 10  Reading  Matching 第27回 Writing 対策④  part2 

第12回 Unit 11  Reading  Multiple choice 第28回 Speaking 対策① part1 

第13回 Unit 12  Reading  Heading 第29回 Speaking 対策②  part2 

第14回 Reading 対策① skimming 1 第30回 Speaking 対策③  part3 

第15回 Reading 対策②  skimming 2 第31回 Speaking 対策④  総合 

第16回 中間試験 第32回 定期試験 

授業時間外の 

学習 

 

毎回授業の冒頭で語彙テストを行うので覚えてくること。 

 

履修条件 

受講のルール 

【受講のルール】 

 教科書を2冊必ず購入してください。 

 欠席した学生、科目のウェブページから適切な書類をダウンロードして下さい。 

 １５分以降遅れた学生：その遅刻が記録され、期末に遅刻が合計される。もし９０分の合計にな

れば、１回欠席として数える。 

授業の最後の３０分での到着は欠席として数える。 



テキスト 
１．はじめてのIELTS対策トレーニング、正木伶弥ほか、三修社、2022 

２．『はじめてのIELTS全パート総合対策』植田一三、アスク出版、2018 

参考文献・資料 英和辞書 

成績評価の方法 

【宿題３０％、語彙テスト３０％、授業の試験４０％】 

 上記評価項目を基にして総合的に判断する。 

 出席回数が規定に満たない場合及び授業料その他納入金等の全額を納めていない場合は、試験を受け

ることができない。 

 出席確認時に不在だった場合は原則としてその回は欠席とする。 

授業中に無許可で退出した場合は欠席とする。 

オフィスアワー 
木曜日14：30～16：30 

それ以外の時間は個別に事前に相談すること。 

成績評価の基準 秀(100～90点)、優(89～80点)、良(79～70点)、可(69～60点)、不可(59点以下) 

実務経験及び実

務を活かした授

業内容 

 

 

 

学生への 

メッセージ 

IELTS は TOEIC と異なり、留学の際に英語力を証明するために受けるべき試験の一つである。TOEIC と

違い4技能すべての試験を受けなければならず、学術的な内容を扱うために文章や語彙レベルが高い。将

来留学をしたい人は、今から気を引き締めて一緒に英語の勉強に取り組みましょう。 

 


